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1.県営浮戸川上流Ⅲ期地区土地改良事業（区画整理）計画の概要
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１．目　的

２.地区の所在及び現況

(1) 所在地及び範囲

ア. 所在地

千葉県袖ケ浦市及び木更津市

イ．範囲

(2) 現況

ア. 地形

イ. 気象

東　　限

西　　限

袖ケ浦市勝地先と岩井地先の字境まで（岩井地先一部を含む）

袖ケ浦市大曽根地先と三作地先の字境まで
（大曽根地先一部を除く）

袖ケ浦市と木更津市の市町村界まで（上望陀地先一部を含む）

袖ケ浦市道３０２９号線手前まで

　本地区の年間平均降水量は1,500mm程度で、10年確率日雨量は153.3mm、年平
均気温は15度である。

南　　限

北　　限

　本地区は、袖ケ浦市南部と木更津市北端に位置し、沖積平野に展開する標高
TP10m～13m、勾配1/1,000程度の平坦な水田地帯である。地区中央には、基幹
排水路である浮戸川が位置する。土壌は強グライ土壌を主体とする湿田土壌
で、基層は壌質土である。

表　　　　　　　　　　　　　　示

  本事業は、県営浮戸川上流Ⅲ期地区土地改良事業である。本事業により区画整理工
事及び暗渠排水工事を行い、大区画乾田化による汎用化耕地を造成することにより、
高性能大型機械の導入と合理的な管理を可能とし、農作業の省力化及び農用地の集団
化、協業化による経営規模の拡大を目指すと共に農家所得の向上を図る。
  また、新政策（新しい食料・農業・農村対策）に対処し、食料の安定的供給及び農
業生産活動を通した国土保全、農村都市との補完を可能にし、農業経営の安定合理化
に資することを目的とする。

方　　　位



ウ．水利状況

エ．営農状況

(3) 施行に係る地域の面積

( 4.8 ) ( 58.0 )－－( 53.2 ) －

－ ( 58.1 )

58.1

58.0

－－

計

( ) は 登記簿面積

施 設 用 地

（単位：ha）

　本地区は従前10a区画で整備されているが、区画が狭く集約されていないた
め、大型機械の導入ができず、営農効率の悪い状況となっている。本地区は、
稲作主体の単作地帯である。本事業により農地の大区画化・集約化・乾田化・
大型機械導入・汎用耕地化等を図り、裏作等を取り入れることによって農業所
得の向上を図り、農業経営の合理化を目指すものである。

54.0

その他の
非農用地

農用地利
用計画地

　本計画地区の用水源は、県営かんがい排水事業浮戸川地区により浮戸川に設
置された３つの取水堰及び揚水機場と、団体営事業等により地区の北側に設置
された地下水機場が主となっており、用水系統は浮戸川の両岸に大きく２つの
系統に分かれている。浮戸川右岸ブロックは、浮戸川からの送水される河川水
に、県道沿いに設置された地下水機場からの地下水が加わりかんがいされてい
る。その他の水源として、小規模なため池（勝堰）と松川に設置された寺堰か
らの河川水があり、一部をかんがいしている。浮戸川左岸ブロックは、浮戸川
からの送水される河川水によりかんがいされている。その他水源として、谷中
西地区の地下水機場からの地下水と小櫃川に設置された上望陀堰からの河川水
があり、一部をかんがいしている。かんがいは開水路で、ほとんどが土水路で
あり水管理に苦労しているのが現状であり、地区内には用水源の有効利用のた
め、排水路からの揚水機が設置されている。

令第1条の9
の(  )書き

の土地

非　　　農　　　用　　　地

農  用  地
道 水 路 等

( 54.0 ) 

4.1

( 4.1 )
変更前

4.8
変更後

53.2



３. 基 本 計 画

(1) 全体計画の概要

ア. 整地計画

イ. 道路計画

ウ．用水計画

エ．排水計画

オ．暗渠排水計画

カ．環境との調和への配慮

　現況は10a(54.5m×18.2m)区画となっているため、現況区画を生かした経済
的な大区画（30a区画=110m×30m）を標準区画とし整備を行う。

　主な用水源である県営かんがい排水事業浮戸川地区により設置された３つの
取水堰からの用水を利用すると共に、地区外の地下水機場と本事業による新設
地下水機場を設置し、用水不足の解消と効率化を図る。
　計画の用水ブロックは、大きく浮戸川を挟んだ左岸と右岸の２ブロックと
し、既存利用の揚水機場３ヶ所と地下水機場３ヶ所に、新たに加圧機場１ヶ所
と地下水機場１ヶ所を設置し、機場からの配水は全てパイプラインとし、水管
理の合理化を図る。

　湿田状況を解消し耕地の汎用化に資するため、全ての水田に暗渠排水を施す
ものとする。

　本地区に区画整理・用排水施設の整備・暗渠排水を施し、低コスト稲作経営
と野菜等の効率的栽培が可能となる。

　本地区は、袖ケ浦市及び木更津市の農村環境計画における環境配慮区域に該
当する。環境との調和への配慮として、小排水路を自然環境配慮型の水路とす
る。自然環境配慮型の工法として、護岸はコンクリ－ト造となるものの、「魚
巣ブロック水路」を選定し、魚類の産卵場所や水生植物の生息の場となること
や、現況と同様の生息環境を作り出すのに優れている水路に設置することによ
り、魚類、小動物に対し自然にやさしい配慮を行っている。

　本地区内には、標準区画に合わせたせた耕作道路を効率よく配置すると共に
中央を東西に支線道路を配置し、幹線市道及び広域農道へと接続し、市場への
作物の流通経路を確保する。

　排水計画は、１０年に１回程度発生する降雨の４時間雨量・４時間排水流出
量で排水路を計画し、基幹排水路である２級指定河川浮戸川に排水する。ま
た、地区外背後流域となる「のぞみ野団地」からの排水は、区画整理に合わせ
て幹線排水路として整備を行う。
　なお、幹線排水路は、その重要度から護岸は1/10確率護岸として計画する。



キ．面積

事業面積 ha

ク．土地利用計画

            (154.65)           (132.23)               (295.00)

*1 － 雑種地 154.65㎡ *2 － 宅地 132.23㎡ *3 － 機場用地 454.00㎡

(2) 工区を設定する旨及びその理由

本地区は、一体的流動化を図るため、工事区及び換地区とも1工区とする。

 (58.1)

非農用地

水田

58.0

(0.5)

100.0

土地改
良施設

(－) (0.0) (91.2)

現況
小 計 道  路 水  路水田

(－)

(－)

(0.5) (53.0)

(－) (－)

計
割合

輪換 (－)

計画
畑

輪 換

耕 地 (％)

(－)

(％)

－

原野等

非農用地

(－)

畑

(－)

(－)

山林

(－)

(52.5)

道路

水路

(0.0) 

耕地

小計

－ －

(1.3)

－ －

(－)

計

割合

(－)(－) (－)

(－) (－)

(－) (－)

(－) (－) (52.5)

(－) (0.3) (0.3) (0.6) (2.3)

(－)(－) (－) (－) (－)

－

(－)

－

(－) (－)

(－) (52.5) (52.5) (－) (53.0)

－ 0.4 － 0.4 2.5

91.2

(－) (－) (2.9) (5.0)

0.4 52.9

(－)

－

52.9

(－) (0.7) (0.2) (0.9) (－) (2.2)(－) (－)

－ 5.0

(－) (0.0) (0.0) (0.0) 

3.82.2－ －

(3.8)

－ － 2.9

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (0.0) 

－ 0.0 － － － － － 0.0

－

－ 0.3 52.2 52.5 － － 0.0

－ － － － － －

(－)

－

－ 0.3 52.2 52.5 － － － 0.4 91.2

－ －

(91.2)

－ －

 0.0 0.0

－ － － － － － － － － －

－ 0.3 － 0.3 － 1.9

(－) (－)

(100.0)

－ 1.0 52.2 53.2 2.5 1.9 0.0 0.4 58.0 100.0

(－) (1.0) (53.0) (54.0) (2.3) (1.3) (－) (0.5) (58.1)

(－)

－

(1.7)

1.7

(91.2)

90.0

(92.9) (4.0) (2.2) (0.0) (0.9)

91.7 4.3 3.3 － 0.7

*3

*1 *2



４. 工 事 の 要 領

(1) 非農用地区域以外の区域（農用地区域）に係る工事の概要

主 要 工 事 計 画

 (購入土 V= 10,000 m3)

A= ha (水田  ha(地区外発生土 10,000 m3))

 (L= m)

支線道路 6.0/5.0（敷砂利）(購入土 V=4,700 m3)     L= m

 (L= m)

耕作道路 5.0/4.0（敷砂利） L= m

 (L= m)

計 L= m

 (L= m)

幹線排水路　Ｂ型柵渠水路　1,500×2,000 L= m

 (L= m)

Ｂ型柵渠水路　1,200×1,500 L= m

 (L= m)

環境型水路 柵渠　600×800 L= m

 (L= m)

小排水路 Ｕ字溝 U-450 L= m

 (L= m)

計 L= m

 ( VUφ75～φ200)  (L= m)

支線用水路 VUφ75～φ150 L= m

揚水機場 2箇所

(53.0)

A= 53.2 ha 吸水渠φ50mm （コルゲ－ト樹脂管）

工　種 工　　　　　事　　　　　概　　　　　要

暗渠排水工

整 地 工

排水路工

用水路工

5,066

1,166

1,159

2,470

2,445

3,636

757

669

545

52.2 ha、畑 1.0

道 路 工

水中ポンプ φ100 ×1台

渦巻ポンプ φ125 ×1台

(水中ポンプ φ100 ×1台)

(1.0) (53.0) (54.0) 

5,325

(渦巻ポンプ φ150 ×1台)

1,585

3,551

3,742

1,771

53.2

(2箇所)

3,604

659

768

539



(2) 非農用地の位置及び規模並びに工事の概要

(3) 工事の着手及び完了の予定時期

 (平成２５年度)

着　  手：平成２５年度

 (平成３０年度)

完了予定：令和　９年度

５. 換地計画の要領

(1) 換地計画樹立の必要性  (58.1)

(2) 換地計画樹立の基本方針

ア．従前地の地積の基準

宅地 袖ケ浦市 谷中先 －

(4,322) 

(132) 

計
(4,454) 

市道用地

　本地区は事業面積58.0ha、農家戸数147戸で、現況10a区画となっている。この
ため新たにほ場整備を実施し、区画及び道水路を整備して農用地の集団化を図る
ため、換地計画を樹立する必要がある。

－
3,994

種類 工事の概要位　　　置 面　積　(㎡)

浮戸川
上流

Ⅲ期地区

132

－－－
4,126

地　　　積　　　の　　　基　　　準

　換地交付の基準とする従前の土地の地積は、土地改良事業計画決定の
日の登記簿地積とする。ただし、上記の日から１か月以内に測量士、測
量士補又は土地家屋調査士の測量した実測図及び隣接所有者の同意書を
添付して申出があった場合は、その申出のあった地積とする。

換地区

袖ケ浦市
 大曽根・勝地先



イ．農用地集団化の方法

ウ．非農用地の換地方針

エ．清算の方法

浮戸川
上流

Ⅲ期地区

農用地利用集積
促進区域別集団
化

　地区内に育成すべき経営体へ
の農用地の利用集積を積極的に
図る区域を設定する場合、当該
区域内に換地が定められること
を希望するものについては、で
きるだけ当該区域内に換地が定
められるようにする。

位　　置　　選　　択

地目別集団化

区 画 畦 畔 の

おおむね
２

移動畦畔

集落別集団化

取 り 扱 い

　事前に水田・畑の希望面積を
とりまとめ、まとまった位置に
換地する。

熊野神社

換地区 団 地 の 設 定

地帯別、グル－プ別
一戸当たり

－－ －－

袖ケ浦市

目標団地数

　各集落ごとにその耕作地の集
団化を図るものとし、位置は従
前の各集落の耕作地の集まって
いたところを中心とし、従前に
比べ土地に著しい良否が生じな
いように定める。

区分

区分

位置の概略換地区

非農用地区域の

袖ケ浦市
大曽根・勝地先

不換地・特別減
歩見合いの創設
換地

(132)

(4,454)

単位：㎡

面    積 換地の手法
換地の

取得予定者

市道用地

宅地

3,994

袖ケ浦市
谷中先

計

特定用途用地

個  人  別  換  地  の  方  法

132

4,126

種    類

　比例地積清算方式とする。

(4,322)

浮戸川
上流

Ⅲ期地区

－－



(3) 土地改良法第５条第６項に規定する国有地等の編入承認に係る地積

(4) 換地処分の時期に関する特則

６. 費用の概算

概算事業費 円

円

内　　訳 事業費 円

(工事雑費含む)

円

事務費 円

　ただし、上記事業費は、物価の変動による増減、又は、国の地区採択事業費の

増減（施行地域の変更及び土地改良法施行規則第38条の2に規定する事項に係る

事業費の増減の場合を除く。）により修正する場合もある。

７．効　　用

総費用総便益比＝ 1.47

※その他効果は、国産農産物安定供給効果

８．他の事業との関連

該当なし

９．計画概要図

次頁参照

単位：ha

　浮戸川上流Ⅲ期地区については、地区の全部について区画整理工事が完了し、
確定測量が行われた時は、土地改良法第８９条の２第１０項で準用する法第５４
条第２項本文の規定にかかわらず換地処分を行うものとする。

(779,000,000)

(760,000,000)

(19,000,000)

水　路

合　計

－ － 2.2

18,215,000

－ － 5.1 5.1

－ － 2.9

2.2

5.1

計

－

－

2.2

用途

762,215,000

区分 機能交換用地

2.9 －

単位：千円

744,000,000

  (1.20)

2.9

一般国・公有地 合　　　計
国有地 県有地 市有地

道　路

-

そ の 他

効    果

4,994

(71,111)

103,457

(70,289)

97,520

-

-

(822) 

942

-

-

計
食料の安定供給の

確保に関する効果

農業の持続的発展

に関する効果

農村の振興に

関する効果

多面的機能の発展に

関する効果







様式第３２号 （変更後の土地改良事業計画の概要） 

 

      変更後の県営浮戸川上流Ⅲ期地区土地改良事業計画の概要 

 

 

１ 変更理由及び内容 

      確定測量の結果、受益面積が 0.8ha の減となるほか、出来高精査の結果、用水路、排水路、道路が 

変更となり、それに伴う事業費が変更となる。 

 

 

 
２ 事業量等変更内訳 

（１） 受益面積の変更 

 
確定測量の結果、0.8ha の減とする。  

  田（ha） 畑（ha） 計（ha） 備   考 

変 更 前 53.0 1.0 54.0     

変 更 後 52.2 1.0 53.2  

増   減 △0.8  0 △0.8      △1.5% 

     ＊備考欄には増減率を記入すること。 
 
 （２）主要工事計画の変更 
 
   ア 整地工  
        確定測量の結果、0.8ha の減とする。 

      整 地 工 (ha) 備           考 
変 更 前 54.0   

変 更 後 53.2  

増   減 △0.8  △1.5％ 

     ＊備考欄には増減率を記入すること。 
 
   イ 用水路工  
        用水路延長精査の結果、0.2km の増とする。 

  用水路工 (km) 揚水機場(箇所) 備   考 
変 更 前 5.1 2   

変 更 後 5.3 2  

増   減 0.2 0 3.9% 

          ＊備考欄には延長に対する増減率を記入すること。 
 
   ウ 排水路工 
        排水路延長精査の結果、0.1km の増とする。 

      排水路工 (km)  備   考 
変 更 前 3.6     

変 更 後 3.7   

増   減 0.1  2.8％ 

     ＊備考欄には延長に対する増減率を記入すること。 
 
   エ 道路工 
     増減なし。 

      道路工 (km)  備   考 
変 更 前 3.6      

変 更 後 3.6      

増   減 0  0% 

    



オ 暗渠排水工 
      造成した畑の水はけが悪く、営農に支障が生じているため畑の暗渠排水を追加した結果、0.2ha 

の増とする。 
 暗渠排水工 (ha)  備   考 

変 更 前 53.0   

変 更 後 53.2   

増   減  0.2   0.4% 

     ＊備考欄には増減率を記入すること。 
 
 
３ 事業費変更内訳 
 

  前記の理由により、16,000 千円 の減となる。 

 工 事 費 （千円） 
増 減 備  考 

変 更 前 変 更 後 
整 地 工 99,000 160,100 61,100  

用 水 路 工 210,000 108,700 △101,300  

排 水 路 工 137,000 191,800 54,800  

道 路 工 45,000 18,100 △26,900  

暗渠排水工 94,000 119,800 25,800  

小 計 585,000 598,500 13,500  

測量試験費等 175,000 145,500 △29,500  

計 760,000 744,000 △16,000 △2.1% 

     ＊備考欄には増減率を記入すること。 
 

変更後事業費 －（変更前確定事業費＋自然増－コスト縮減額） 
変動率＝                           ×100 

変更前確定事業費 

 
744,000 －（ 760,000 ＋ 111,600 － 24,100 ） 

＝                        ×100 
760,000 

 
＝ △13.6 % 

 
 
 



１． 土地改良施設の予定管理者

①住所　千葉県袖ケ浦市神納１丁目３番１号 管理者名　浮戸川沿岸土地改良区

②住所　千葉県袖ケ浦市坂戸市場１丁目１番地 管理者名　袖ケ浦市

③住所　千葉県木更津市富士見１丁目２番１号 管理者名　木更津市

２． 管理すべき施設の種類

３． 貯水、放流、取水又は排水に関する基本的事項

ア． かんがい期間 水田 4月  1日～ 8月31日

イ． 計画用水量 Q= m
3
/s

ウ．かんがい方式

パイプライン方式により各々の耕区に配水する。なお、用水管理については

浮戸川沿岸土地改良区水管理規定規程による。

(φ100×11.0kw)

(φ150×11.0kw)

砂利舗装

柵渠、U字溝木更津市上望陀

道　路

排水路

揚水機場

揚水機場

2. 当該土地改良施設の予定管理方法等

0.091

ポンプφ100×11.0kw

ポンプφ125×11.0kw

管理者 名 称

木更津市上望陀

①

土地改良区

用水路

地下水機場

加圧機場

袖ケ浦市勝他

袖ケ浦市大曽根

袖ケ浦市勝

数量所 在 種 類 構 造

パイプラインφ75～150mm 5.3 km
用水路

(0.093)

(φ75～200mm)

1 式

袖ケ浦市勝他

袖ケ浦市勝他

砂利舗装

柵渠、U字溝

③ 木更津市

② 袖ケ浦市

 浮戸川沿岸

排 水 路

道　  路

排 水 路

道　  路

1 式

0.2 km

 (3.5 km)

 (0.2 km)
道　路

排水路
0.02 km

 (0.02 km)

 (3.4 km)

 (5.1 km)

 (1 式)

 (1 式)

3.4 km

3.7 km



エ．用水施設別揚水量

県営５～ 7号機場   Q= 

加圧機場   Q= 

地下水機場   Q= 

オ．計画基準雨量 R10= 153.3 mm/日　　　（1/10確率日雨量)

カ．計画排水量 4時間雨量4時間排除       q= 2.181 m
3
/s/km

2

４． 管理に要する費用の概算及びその負担方法

ア． 維持管理費 年間 約 4,914,000 円　

イ． 負担方法

５． その他管理方法に関する基本的事項

　浮戸川沿岸土地改良区が管理する施設については、浮戸川沿岸土地改良区の
定款の定めるところに従い、地区内の土地につき地積割に賦課金として徴収す
る。
　袖ケ浦市及び木更津市が管理する施設については市が負担する。

　浮戸川沿岸土地改良区が管理する、浮戸川沿岸土地改良区の定款・規約・維持管理計画
書及び規程の定めるところに従い管理する。
　袖ケ浦市及び木更津市が管理する施設については条例等に基づき管理する。

0.015 m
3
/s

    （約 4,754,000 円）　

(0.029) 

(0.017) 

0.047 m
3
/s

0.029 m
3
/s

(0.047) 



３．当 該 土 地 改 良 事 業 の 施 行 に 係 る

　　地 域 を 記 載 し た 書 面









(1) 事業費の負担区分の予定

※袖ケ浦市、木更津市　面積割合

(53.0 ha) (52.7 ha)

全体受益面積：  52.9 ha 袖ケ浦市　  52.6 ha

（現況） ( 0.3 ha)

木更津市   0.3 ha

(10) 

(116,625) 

袖ケ浦市

((52.7/53.0))

(52.6/52.9)

木更津市

(( 0.3/53.0))

( 0.3/52.9)

(370,500) (252,708)

(370,500) (222,302) 

( － ) (15,203)

( － ) (15,203)

80%

－

(39,167) 

15.0% 5.0%

15.0% 5.0%

(2,833) 

1,208

(10) 

10.0%

2,716

袖ケ浦市

(944) 

402

(10) 

(944) 

4( 0.3/52.9)

(2,833) 

10.0%10.0%

(36,840) 

木更津市 10.0% 10.0%

36,586

市町村負担金
国庫補助金 県費負担金

袖ケ浦市

地籍別

（面積比） 賦 課 金

5.0%

(52.6/52.9)

(( 0.3/53.0)) (19,000) 

4

（単位：千円）

(52.6/52.9)

((52.7/53.0))

計

(110,520)

6,482

8,100

木更津市

(741,000) (( 0.3/53.0))

( 0.3/52.9)

(419) (419) 

80%

((52.7/53.0))

0%

367,950

－

４．当 該 土 地 改 良 事 業 の 事 業 費 の 負 担
　　区 分 の 予 定 を 記 載  し た 書 面

367,950 220,772

50% 30% 15.0%

0%

計

（経営体育成型）

 農地整備事業

補助申請予定
事   業   名

区  分

工 事 費

工事雑費

事 務 費

(779,000) 

905

109,758

417 735,900417

(10) 

241,828 114,113 38,324

14,574

762,215

(19,000) 

10 10 18,215

10.0%



１． 受益者分担金

(1) 分担金の納入方法の予定

(2) 分担金の負担基準の予定

　地積割に賦課する。

２． 市町村負担金

　土地改良法第９１条第４項の規定に基づき、「県営土地改良事業分担金等徴収
条例」の定めるところに従い、浮戸川沿岸改良区が組合員に代えて分担金を負担
する。

　浮戸川沿岸土地改良区は、定款の定めるところに従い、分担金に相当する金銭
をこの土地改良事業の施行に係る地域内の土地につき同法第３条資格者から賦課
金として賦課徴収する。

　土地改良法第９１条第６項の規定に基づき、「県営土地改良事業分担金等徴収
条例」の定めるところに従い、袖ケ浦市、木更津市が分担金の一部を負担する。

５．土地改良法第９１条の規定による分担金等の納入方法
    及び負担基準の予定を記載した書面



６ ． 特 別 徴 収 金 に 関 す る 事 項 を 記 載 し た 書 面

 または、自ら目的外用途に供した(当該土地を目的外用途に供するた

め、所有権の移転等を受けて、目的外用途に供した場合を除く。）こ

とに伴い、千葉県の条例に定めるところにより、特別徴収金を浮戸川

沿岸土地改良区が県に納付しなければならないことになった場合に

は、これにあてるため、その徴収の原因となった行為をした者から、

当該特別徴収金に相当する額を徴収する。

　県営浮戸川上流Ⅲ期地区土地改良事業の施行に係る地域内にある土

地につき、土地改良法第３条に規定する資格を有する者が、当該土地

を当該県営土地改良事業の計画において、予定する用途以外の用途

(以下「目的外用途」という。)に供するため所有権の移転等をし、


